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第４学年算数科学習指導案

「分けた大きさの表し方を考えよう ～分数～」１．単 元

２．指導観

○ 本学級の子どもたちは，日常生活の中で「半分に分ける 「３人で分ける」など全体を等分し」

て分けた大きさを表す経験をしている。また，小数の学習で単位量に満たないはしたの量を小数

を用いて表すことを理解している。その際，単位量を１０等分し，それをもとにはしたの量を表

している。

算数の学習に対しては意欲をもって取り組む子どもが多い。計算の練習問題には進んで取り組

み，それぞれ自分で決めたところまでねばり強く学習することができる。また，自分の考えを絵

や図を用いて説明することができるようになってきている。

， ，○ 本単元は 端数部分の大きさや等分してできる部分の大きさを表すのに分数を使うことを知り

それらを適切に用いることを主なねらいとしている。具体的には，次のようなことである。

① 端数部分の大きさや等分してできる部分の大きさなどを表すのに分数を用いること

② 分数の表し方について知ること

③ 分数は単位分数のいくつ分かで表せることを知ること

分数は全体を何等分するかで都合のよい大きさを選ぶことができ，同じ大きさであっても様々

な表し方ができるよさをもっている。また，単位分数のいくつ分というとらえ方で整数や１より

大きい分数を表すこともできる。さらに数直線を用いて，分数を小数や整数と関連付け，抽象数

としての分数の意味を理解していくことは，第５学年での分数と小数，整数の相互関係の理解へ

とつながり，数の概念を拡張してとらえる上でもたいへん意義深い。

○ 本単元の指導にあたっては，基準量に満たないはしたの量の大きさを 「何をもとにした大き，

さ」であるかをしっかりおさえながら，単位分数を用いて表したり，任意の単位分数をつくった

り，数直線に位置付けたりする活動をもとに，分数の表し方や意味をしっかりととらえることが

できるようにしていきたい。また，分数の概念をとらえる学習の中で，子どもの思考が連続・発

展するような問題を設定し，分数の表し方を筋道立てて説明できるようにしていきたい。

そこで，であう段階では，身近なものを切ったり，分けたり，折ったりすることを通して，等

分の意味の理解と意識付けを行うようにする。次に１ｍのテープをもとに，はしたの大きさを表

す活動を通して，はしたの大きさや等分してできる部分を表す方法としての分数があることを知

り，その意味をとらえることができるようにする。

つくる段階では，任意の分数をつくり出したり，その量を表したりし，単位分数のいくつ分か

で表す分数の意味を理解する。そして分数を数直線上に表したり，読み取ったりする学習の中で

分数の構成や大小を調べ，真分数，仮分数，帯分数の関係をとらえて，数としての分数の理解を

。 。はかっていく さらに分母が１０の分数の大きさを考えることで分数と小数の対応関係を調べる

ふかめる段階では，分数ものさしを作って身の回りのものの長さと比べたり，折り紙で単位分

数を表したりする活動を通して，分数についての理解を深めるとともに，分数についての興味関

心を広げていくようにしたい。

３．単元目標

○ 分数を用いると，端数部分の大きさや等分してできる部分の大きさなどを表せるよさに気付

き，進んで生活に生かそうとする。 （関心・意欲・態度）

○ 分数は単位量を何等分かした１個分を単位として，その何個分で表すことを筋道立てて説明

できる。 （数学的な考え方）

○ 端数部分の大きさや等分してできる部分の大きさなどを分数を用いて表すことができる。

（表現・処理）

○ 分数の意味や表し方を理解する。 （知識・理解）
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４．単元計画（全１２時間）

思考が連続，発展している子どもの姿過程 目 標 主な学習活動と内容

①等しい大きさに ○ 等分する活動を通して「等分」の意味について ○ 長さや角度に気をつ
分ける活動を通 考える。 けて分け，その一つ一で
して，等分した ○ １ｍに満たないはしたの長さの表し方を考 つは基準量より小さい
大きさに関心を え，課題への関心をもち，単元のめあてをつ ことに気付いている。あ
もつ。 くる。 ○ １ｍの等分を通し

①分数の意味を て端数部分の大きさう
知り分数を用 はしたの数の表し方を考えよう。 を表す方法を考えて
いた表し方を いる。２
理解する。

○ １ｍを３等分した２こ分の長さの表し方を考え ○ ３等分した２つ分と①端数部分の大き
る 問題１ して長さをとらえていさを表す分数は， 。 【 】

○ ４等分した３こ分の表し方を考える。 る。等分してできた
問題２ ○ ４等分した３つ分と単位の大きさの 【 】

○「分数 「分母 「分子」の用語を理解する。 して分数の大きさを確何こ分で表せる 」 」
かめているつ ことを理解する。

（本時）

①液量について ○ １ℓに満たないかさを分数で表す。 ○ ますの目盛りに目，
端数部分の大 問題１ をつけて長さと同じ【 】
きさを分数で ○ ℓ ℓのかさを表す。 ように等分した物の
表せることを 問題２ いくつ分として表す【 】
理解する。 ことができている。く

①分数も数直線に ○ 数直線上に分数を位置付け，分数の大きさを比 ○ 単位分数の何個分で
表せることを理 べる。 あるかを考えている。
解するとともに ○ ℓが５こ分で１ℓになることを知る。，
分数の構成や大 ○ 単位量の大きさも分数で表せることを知る。
小について理解
する。る

①単位量をこえる ○ １より大きい分数の表し方を考える。 ○ 単位分数の何個分か
大きさも分数で ○ 「真分数 「仮分数 「帯分数」の言葉の意味を を考え，基準量より大」 」
表せることを知 知る。 きいときも分数で表せ

。る。 ることに気付いている

①単位のつかない ○ 数としての分数について理解する。 ○ 数直線に分数を位置６
分数について理 問題１ 付けて考えている。【 】
解し，仮分数， ○ 数直線を使って仮分数と帯分数，整数の関係を ○ １を超える場合の

。 【 】 。帯分数の構成や 調べる 問題２ 分数に気付いている
相互の関係につ
いて理解する。

①分母が１０の分 ○ 分母が１０の場合の分数を小数で表す。 ○ １０分の１を単位と
数の大きさを考 した数直線を使って考
えることで分数 ○「 の位」について知る。 えている。
と小数の関係を
理解する。

②分数についての ○ 分数ものさしを作っていろいろな長さをはかっ ○ はかる物の大きさにふ
理解を深め興味 たり，折り紙で単位分数を作ったりする。 あわせた分数ものさしか
を広げる。 を使って考えている。め

る
②学習内容を確か ○ 適用と習熟。
める。４

４
５

１
５

１
５

１
10
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３／１２５．本時

６．本時の目標

○ 端数部分の大きさを表す分数は，等分してできた単位の大きさの何こ分で表せることを説明で

。 （ ）きる 数学的な考え方

７．板書計画

８．本時の主張点

前時までに，子どもたちは，身近な食べ物を等しい大きさにいくつか分けたり，折り紙やテープ

を折っていくことを通して，もとの量をいくつかの均一な分量に等しく分ける，すなわち，等分す

ることの意味をとらえてきている。そして１ｍを３等分した１つ分の長さのものさしを作り，その

長さを ｍと表すことを知っている。

本時では，１ｍに満たない長さを１ を等分した長さのいくつ分で表すことができることを主m

なねらいとしている。そこで，次のような工夫をして，子どもが思考を連続，発展させながら，分

数についての理解を深めていくことができるようにしたい。

○ 分数の表し方を確かなものにするための問題１，問題２の設定

m m問題１では，前時に作った ｍものさしを使って１ に満たない長さをはかる。実際に

ものさしをあててみたり，テープを折ったりすることで，はしたの長さは「 ｍの２つ分で

である」ことを導き出せると考える。つまり，等分をもとにしてできた単位のいくつ分かでm

端数部分の大きさを表すことができることをおさえる。

問題２では，１ｍより短く より長い長さ（ ｍ）をはかる。その時に 「１ｍをもとにm ，

して４等分して３つ分」ということに気付かせるためにもとになる長さが１ であることをおm

。 ，さえる １ｍを４等分した長さの３つ分なので ｍになることを実際にテープを折ってみたり

あわせたりすることで確かめていくようにする。

○ 分数の表し方を確かめる交流

問題１の交流では 「１ をもとにして３等分した長さの二つ分だから ｍ」になることを， m

指で指し示したり，図や絵にかいて説明できるようにする。問題２の交流では 「１ｍを４等分，

して三つ分だから ｍ」ということを確認した後，問題１と問題２での共通点を探すことで「１

ｍを□等分したいくつ分（○つ分）だから ｍ」ということをとらえることができるようにし

たい。

９．準 備

【子ども】 ｍものさし

【教 師】 学習プリント テープ
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10．本時の展開

学 習 活 動 と 内 容 ○ 主な手だて ※ 評価

１．問題１を知り，めあてをつかむ。

問題１ ○ 前時を振り返り，本時のめあ

公園の木の周りは１ｍより短い長さでした。この長さ てをつかむことができるように

は何ｍといえばいいでしょうか。 する。

めあて

。１ｍより短い長さの表し方を考えよう。 ○ ｍものさしを使って考える

○ 実際にテープにあててみて確

２．公園の木の回りと同じ長さのテープをはかる。 認する。

( ) 見通しをもつ。1

・ ｍものさしを使って ○ 縮小してかいた図を用意して

( ) はかって確かめる。 おき，書き込むことができるよ2

うにする。

( ) 公園の木の周りの長さについて話し合う。 ※ １ｍを３等分した二つ分だか3

・１ｍをもとにしてかんがえると長さは１ｍを３等分し ら ｍであることを説明でき

。 （ ）た長さの二つ分。 る 数学的な考え方

・ ｍものさしの二つ分の長さだから ｍである。

３．問題２を解決する。

問題２

学校の木のまわりの長さは何ｍでしょうか。

( ) １ｍをもとにして，どれだけの長さかを考えるように ○ ｍと１ の間であること1 m

する。 を確認する。

○ 問題１でやったことを確かめ

( ) 問題２の結果を話し合う。 るようにし，１ｍをもとに等分2

・１ｍを４等分した長さの３つ分だから ｍである。 することに気付かせる。

( ) 分数・分母・分子の言葉を知る。3

・ の３を分母といい，２を分子ということを知る。

４．問題１・２の共通点を話し合いまとめる。 ※ １ｍをもとにしていくつに分

けたいくつ分かを考えている。

（ ）まとめ 数学的な考え方

（ ） （ ）１ｍをいくつかに等分した □等分 何こ分 ○こ分

の大きさは分数（ ）で表すことができる。

○ 学習を振り返り，自己評価する。
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